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渡良瀬遊水地は日本最大３３００haの
遊水地で、本州以南最大の１５００ha
のヨシ原があり、日本を代表する低層
湿原

登録基準１：特定の生物地理区内で代
表的、希少、または固有の湿地タイプ
を含む湿地に該当して2012年7月3
日にラムサール条約湿地に登録



２０１２年登録時のパンフレットからの抜粋 下の写真は第２調節池で全面ヨシ原だが、現在はヨシ原の中に掘削による池がつくられている



良好なヨシ原形成
のため毎年３月に
行われるヨシ焼き



湿地保全・再生基本計画 イメージ図

渡良瀬遊水地は、永年条約湿地登録が望ま
れていましたが、国土交通省が管理する河
川区域で治水のための施設であることから、
登録に向けた具体的な動きはなかった。

しかし、1997年に河川法が改正され、法の
目的に「河川環境の整備と保全」が加えら
れた以降国土交通省の方針も変わり、渡良
瀬遊水地でも2010年に国土交通省利根川上
流河川事務所が乾燥化が進んでいる湿原に
掘削によって以前のような池が点在する約
20％を水面とする環境を取り戻し、かつ遊
水地の治水容量向上も図る「渡良瀬遊水地
湿地保全・再生基本計画」が策定された。

これにより、土地利用規制は従前から指定
されている河川法に基づく河川区域により、
鳥獣捕獲規制は新たに普通地区の国指定鳥
獣保護区の指定によって渡良瀬遊水地は条
約湿地に登録されることになり、2012年7
月3日に登録が実現した。

第２調節池



左の写真は掘削が始まって１０年
目の２０１９年１月１９日に撮影

湿地再生が進みイメージ図に近く
なってきた第２調節池

右の写真は下の写真の矢印の方向
から撮影された掘削により作られ
た池の写真



左上下写真
ヤナギ・セイタカアワダチソウ
除去作業

右上写真
外来魚除去作業



富士山をバックにした第２調節池の平常時
の写真(左)と２０１９年１０月の台風で河川
水を貯留して満水になった時の写真（下）

この時は遊水地全体で約１億６０００万ｔ
の河川水を貯留した



２００５年豊岡市でのコウノトリ放鳥

１９７１年に野生のコウノトリ
が絶滅したが人工飼育が続けら
れ、兵庫県豊岡市で２００５年
から放鳥が始まってコウノトリ
の野生復帰が実現。

同様に一旦野生絶滅したトキも
新潟県佐渡市で人工飼育された
個体の放鳥が行われ野生復帰が
実現。

渡良瀬遊水地では、条約湿地登
録後に湿地生態系の豊かさをさ
らに向上させるため、コウノト
リやトキが定着・繁殖できる環
境を目指した。

コウノトリやトキの採餌環境を
整備するため、遊水地の周辺の
水田地帯で従来から行ってきた
化学農薬・化学肥料を低減した
稲作に加え、無農薬・無化学肥
料の米の生産を開始し、水田決
議を実践。

写真／神戸新聞





２０１８年２月１７日に再飛
来した「ひかる」は２月２３
日に第２調節池に人工巣塔が
設置されると翌日から枝を運
んで巣作りを始めた

２０１８年２月２４日撮影



2019年3月16日のヨシ焼き

ヨシ焼きの炎と煙に包ま
れても人工巣塔を離れな
かった「ひかる」

2019年夏

ペアになる前、見つめ合う
「ひかる」と「歌」



２０２０年夏最初に誕生した
ヒナ「わたる」と「りょう」

（写真提供 堀内洋助氏）

２０２２年夏「ひかる」と「レイ」
に２羽のヒナ「セラ」と「ひなた」



２０２１年冬 １０羽近くのコウノトリが集うように



ネットワークに加盟している野田市で飼育放鳥されたコウノトリ
がネットワークに加盟している渡良瀬遊水地の小山市で繁殖して
おり、遊水地での定着・繁殖はネットワーク連携の成果

放鳥されたトキが定着繁殖する環境づくりを行う「トキとの共生
を目指す里地」にネットワーク２７市町のうち遊水地エリアを含
む１８市町が選定された



渡良瀬遊水地での賢明な利用

湿地の賢明な利用の定義は、「持続可能な開発の考え方に立って、 生
態系（エコシステム）アプローチの実施を通じて、その生態学的特徴の
維持を達成すること」（決議Ⅸ.１付属書Ａ）

渡良瀬遊水地とその周辺の水田地帯では、遊水地の条約湿地登録はゴー
ルではなく、スタートとして、その湿地生態系の維持だけではなく向上
をめざし、利害関係者の連携によって、この１０年間で、湿地再生・治
水容量の向上、周辺水田地帯での生物多様性を向上させる農法での稲作
の普及を行ってきた。

その成果がコウノトリの定着・繁殖であり、コウノトリは渡良瀬遊水地
の条約湿地登録後の賢明な利用を進めてきたことのシンボルである。今
後はトキの定着・繁殖を視野に入れてさらに賢明な利用を進め、コウノ
トリ、トキの飛び交う渡良瀬遊水地と周辺水田の実現をめざして行く。


